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炎 診断と治療】化膿性脊椎炎に対する鏡視下手術. Orthopaedics 19: 34-39, 2006. 

2. 鐙 邦芳, 伊東 学, 高畑 雅彦, 小谷 善久, 須藤 英毅, 放生 憲博, 三浪 明男: 【脊柱側彎症

治療の現状】特発性側彎症の矯正手術 後方 instrumentation による矯正固定. 脊椎脊髄ジャ

ーナル 21: 27-35, 2008.  

3. 伊東 学, 鐙 邦芳, 小谷 善久, 高畑 雅彦, 須藤 英毅, 放生 憲博: 新しい医療技術 化膿性

脊椎炎の内視鏡を用いた病巣掻爬技術. 整形・災害外科 51: 829-834, 2008. 

4. 高畑 雅彦, 鐙 邦芳, 伊東 学, 三浪 明男: 【頸椎インストゥルメンテーション】頸椎変形 頸

椎後彎変形の病態と治療. 関節外科 27: 937-942, 2008. 

5. 須藤 英毅, 鐙 邦芳, 伊東 学, 小谷 善久, 高畑 雅彦, 三浪 明男: 【"くび"の姿勢異常】環

軸椎回旋位固定. 脊椎脊髄ジャーナル 21: 1219-1222, 2008. 

6. 小谷 善久, 鐙 邦芳, 伊東 学, 高畑 雅彦, 須藤 英毅, 放生 憲博: 【脊柱後彎症の病態と手

術治療】各種疾患に伴う後彎症 椎弓切除後後彎変形 椎弓切除後頸椎後彎の手術治療. 脊椎

脊髄ジャーナル 22: 599-605, 2009. 

7. 高畑 雅彦, 鐙 邦芳, 伊東 学, 小谷 善久, 須藤 英毅, 放生 憲博: 【脊柱後彎症の病態と手

術治療】関節リウマチによる頭蓋頸椎移行部後彎の病態と矯正固定手術. 脊椎脊髄ジャーナル

22: 639-645, 2009. 



8. 放生 憲博, 鐙 邦芳, 伊東 学, 小谷 善久, 高畑 雅彦, 須藤 英毅, 三浪 明男: 【脊柱後彎症

の病態と手術治療】後彎を伴う頸椎症性脊髄症 後彎を伴う頸椎症性脊髄性に対する後方矯正

固定術. 脊椎脊髄ジャーナル 22: 661-666, 2009. 

9. 岩崎 倫政, 松橋 智弥, 瓜田 淳, 高畑 雅彦, 三浪 明男, 西村 紳一郎: 【ますます重要にな

る細胞周辺環境(細胞ニッチ)の最新科学技術 細胞の生存、増殖、機能のコントロールから創

薬研究、再生医療まで】 細胞周辺環境のための材料科学技術 高分子 糖鎖による軟骨細胞機

能制御の可能性 軟骨変性に伴う N-結合型糖鎖の変化より. 遺伝子医学 MOOK 別冊ますます重

要になる細胞周辺環境(細胞ニッチ)の最新科学技術: 55-59, 2009. 

10. 鐙 邦芳, 高畑 雅彦, 伊東 学, 須藤 英毅, 長濱 賢: 【後縦靱帯骨化症(OPLL)の治療】胸椎

OPLL の治療 胸椎 OPLL に対する後方進入全周性脊髄除圧. 関節外科 31: 578-585, 2012. 

11. 高畑 雅彦: 【脊椎骨粗鬆症・圧迫骨折に対する治療戦略-薬物治療を中心に】圧迫骨折を伴う

骨粗鬆症の薬物治療 骨形成促進剤の視点から. 脊椎脊髄ジャーナル 27: 189-193, 2014. 

12. 高畑 雅彦: 【顕微学的アプローチによる骨の細胞機能の解明】―副甲状腺ホルモンが骨に及ぼ

す影響(特集). クリニカルカルシウム 25: 107-113, 2015. 

13. 亀田 裕亮, 高畑 雅彦, 清水 智弘, 濱野 博基, 平塚 重人, 太田 昌博, 岩崎 倫政: 糖鎖受容

体 Siglec-15 を介した生体内骨吸収制御機構(図説). THE BONE 29: 101-105, 2015. 

14. 濱野 博基, 高畑 雅彦, 太田 昌博, 平塚 重人, 清水 智弘, 亀田 裕亮, 岩崎 倫政: 最新基礎

科学 知っておきたい 脊椎骨増殖性病変と骨粗鬆症を併存するびまん性特発性骨増殖症に対

するテリパラチドの治療効果 靱帯骨化石灰化症自然発症モデルマウス(twy/twy)を用いた検

討. 臨床整形外科 51: 458-465, 2016. 

15. 高畑 雅彦: 【ハイブリッド手術室とは-現状と将来-】 脊椎外科手術におけるハイブリッド手

術室の現状と将来(解説/特集). 臨床麻酔 40: 1258-1262, 2016.  

16. 岩田 玲, 角家 健, 須藤 英毅, 高畑 雅彦, 岩崎 倫政: 【骨折(四肢・脊椎脊髄外傷)の診断と

治療(その 1)】 脊椎 脊椎椎体(頸椎・胸椎・腰椎) 脊椎外傷に対する手術的治療の適応と方

法(解説/特集). 別冊整形外科 70: 152-158, 2016. 

17. 長濱 賢, 室田 栄宏, 山田 勝久, 平塚 重人, 高畑 雅彦: 【脊椎内視鏡手術の進歩】経皮的内

視鏡下腰椎椎体間固定術: PETLIF(ペトリフ) 手術手技と臨床成績(解説/特集). 脊椎脊髄ジャ

ーナル 2: 843-849, 2019. 

18. 長濱 賢, 室田 栄宏, 山田 勝久, 高畑 雅彦: 【脊椎低侵襲手術の最近の話題】低侵襲腰椎椎

体間固定術である PETLIF(ペトリフ: 経皮的内視鏡下経椎間孔腰椎椎体間固定術)(解説/特集). 

Bone Joint Nerve 9: 491-498, 2019. 

19. 高畑 雅彦: 【骨粗鬆症性椎体骨折治療の最新知見】骨粗鬆症性椎体骨折受傷時の骨粗鬆症治療

薬剤の考え方(解説/特集). 整形・災害外科 63: 141-146, 2020. 

20. 佐藤 大, 高畑 雅彦: Vocabulary Siglec-15(解説). 整形外科 71: 159, 2020. 

21. 高畑 雅彦, 石井 賢: 骨粗鬆症に対する薬物療法の最近のトピックについて ストラテジー

(treat to target)についての議論が進んでいる. 日本医事新報 5002: 51, 2020. 

22. 高畑 雅彦: 治療法の再整理とアップデートのために 専門家による私の治療 外傷性脊椎椎

体骨折. 日本医事新報 5056: 37-38, 2021. 



23. 高畑 雅彦,遠藤 努: 【脊椎の外科基本手技】胸椎疾患 胸椎 OPLL の病態と治療. Orthopaedics 

34: 87-90, 2021.  

24. 高畑 雅彦: 【外傷画像診断アトラス 2021】外傷症例に対する画像診断各論 頭頸部・顔面外

傷 頸椎・頸髄損傷. 救急医学 45: 1696-1704, 2021. 

25. 高畑 雅彦: 特集骨粗鬆症症関連診療ガイド update. Part 3.生活習慣病骨折リスク、骨折治癒

への影響. 慢性腎臓病(CKD). Bone Joint Nerve 40 号(第 11 巻第 1 号): 23-27, 2021. 

26. 高畑 雅彦: 治療法の再整理とアップデートのために 専門家による私の治療 外傷性脊椎椎

体骨折. 日本医事新報 5104: 43, 2022. 

27. 高畑 雅彦, 鐙 邦芳: 【上位頸椎疾患・外傷の病態と治療】頭蓋底陥入症の病態と治療(解説). 

整形・災害外科 65: 1133-1139, 2022. 

28. 高畑 雅彦，小野寺 智洋, 高橋 大介, 岩崎 倫政: 目で見てわかる遺伝病 整形外科編 軟骨

無形成症(図説). 遺伝子医学 12: 3-5, 2022. 

29. 高畑 雅彦，小野寺 智洋, 高橋 大介, 岩崎 倫政: 目で見てわかる遺伝病 整形外科編・先天

性脊椎骨端異形成症・骨形成不全症(図説). 遺伝子医学 12: 3-4, 2022. 

30. 高畑 雅彦，小野寺 智洋, 高橋 大介, 岩崎 倫政: 目で見てわかる遺伝病 整形外科編・点状

軟骨異形成症、大理石病 (図説). 遺伝子医学 12: 3-5, 2022. 

 

【学会発表】  

国際学会  

特別講演  

1. Takahata M: Current understanding for management of cervical OPLL: when, what, and how. 

Instructional course in spine. Association of Spine Surgeon of India, India, 2021, 8. 

 

シンポジウム  

1. Takahata M: Cervical myelopathy. Spine week 2023 APSS-JSR joint sympodium, Melbourne, 2023, 

5. 

 

一般講演  

1. Takahata M, Hyakkan R: Increasing incidence of retroodontoid pseudotumor with varied etiology in 

elderly. 10th annual meeting of cervical research society Asia Pacific section, Yokohama, 2019, 5. 

2. Takahata M: Short plate fixation with hyper-angulated screws for multilevel cervical anterior fusion. 

4th International MISt Congress, Tokyo, 2019, 10. 

3. Takahata M: Cervical Pedicle Screw Placement Through the Paramedian Percutaneous Portals with 

Minimal Midline Approach. 7th Capital Scientific Summit on Orthopedic Surgery and 2019 

China-Japan-ROK Minimal Invasive Techniques Forum, Beijing, 2019, 10. 

4. Takahata M: Long-term outcome after decompression and fusion surgery for thoracic ossification of 

posterior longitudinal ligament with a mean follow-up period of 18 years. 2020 annual meeting of 

American Academy of Orthopaedic Surgeons, Orland, 2020, 3. 



5. Takahata M: Therapeutic efficacy of teriparatide and bisphosphonate in imminent risk of vertebral 

body fracture adjacent to the initial thoracolumbar vertebral fracture. 2020 annual meeting of 

American Academy of Orthopaedic Surgeons, Orland, 2020, 5. 

6. Takahata M: The hyper-angulated screw/plate fixation facilitates optimal bone purchase for 

multilevel cervical anterior fusion. Spine Across the Sea, Hawaii, 2021, 7. 

7. Takahata M: Varied etiology of norheumatic retro-odontoid pseudotumor and its clinical implications 

for the selection of surgical procedure. 2021 annual meeting of American Academy of Orthopaedic 

Surgeons, SanDiego, 2021, 8. 

8. Takahata M: Comparison of Surgical Outcomes between Laminoplasty, Posterior Decompression and 

Fusion, and Anterior Decompression and Fusion for K-line (–) Cervical OPLL. 14th annual meeting of 

Cervical Spine Research Society Asia Pacific, Singapole, 2024, 3. 

 

国内学会  

教育講演  

1. 高畑雅彦： 頚椎椎弓根スクリューの光と陰. 国際頚椎学会日本機構. 第 2 回 Cadaver training 

course, 名古屋市, 2019, 2.  

2. 高畑雅彦： 脆弱性骨折の鑑別診断. 原因を考えた治療の重要性. 第 9 回日本成人脊柱変形学会. 

イブニングセミナー, 東京都, 2019, 3.  

3. 高畑雅彦： 知っているだけで差がつく脊椎サージカルアナトミー 危機回避と手術成績の向上

に役立つ知識. 第 92 回日本整形外科学会総会モーニングセミナー,横浜市，2019, 5. 

4. 高畑雅彦： 骨粗鬆症性椎体骨折後早期に生じるドミノ骨折および椎体圧潰の病態. 第 39 回日

本骨形態計測学会. スポンサードセミナー２, 北九州市, 2019, 7.  

5. 高畑雅彦： 何かおかしい脆弱性骨折の鑑別診断ーそれって普通の骨折ですか？ー. 第 54 回日

本脊椎脊髄障害医学会. ランチョンセミナー6, 秋田市，2019, 11.  

6. 高畑雅彦： 若年発症重症型 OPLL の疫学病態研究からみえてきた靭帯骨化の発症、進行要因. 第

49 回日本脊椎脊髄病学会アフタヌーンセミナー5，神戸市，2020，9.  

7. 高畑雅彦： Understanding and managing secondary osteoporosis. 第 95 回日本整形外科学会

総会招待講演 6，神戸市，2022，5.  

 

シンポジウム  

1. 高畑雅彦： 胸椎 OPLL. 運動器疾患ゲノム研究の未来. 第 34 回日本整形外科学会基礎学術集会，

横浜市，2019，10.  

2. 高畑雅彦： 病態から考える関節リウマチ患者の骨粗鬆症治療戦略. シンポジウム４「骨形態計

測から見た RA の骨病変」. 第 40 回日本骨形態計測学会，岡山市，2020，6. 

3. 高畑雅彦： 脊椎外傷に対する Kaneda device を用いた前方支柱再建術. シンポジウム１「脊柱

再建外科アーカイブス」. 第 29 回インストゥルメンテーション学会, 宇都宮市, 2020, 10. 

4. 高畑雅彦： 脊椎椎体骨折後に生じる骨粗鬆症. シンポジウム１運動と骨(1). 第 41 回日本骨形

態計測学会, 東京都, 2021，7. 



5. 高畑雅彦： 関節リウマチ動物モデルにおける骨質変化. シンポジウム３.骨質からみた運 RA. 第

41 回日本骨形態計測学会, 東京都, 2021，7. 

6. 高畑雅彦： 脆弱性骨折の治癒・骨癒合と骨形成促進薬. シンポジウム 60 骨粗鬆症治療の最前

線. 第 95 回日本整形外科学会総会招待講演 6, 神戸市, 2022, 5.  

7. 高畑雅彦： 実は大事な後療法. 骨粗鬆症患者の脊椎再建手術. シンポジウム３.骨粗鬆症脊椎

疾患治療：痛い目に合わないための対応テクニック. 第 12 最小侵襲脊椎治療学会, 富山市, 2022, 

6. 

8. 高畑雅彦： ロコモと骨粗鬆症. シンポジウム１、ロコモを極める─ロコモと運動器疾患─. 第

33 回日本運動器科学会, 札幌市, 2022, 7. 

9. 高畑雅彦： 脊柱靱帯骨化症の診療・研究の最前線 患者・市民参画(PPI)により深化する脊柱

靱帯骨化症の病態解明および実態調査研究. 第 38 回日本整形外科学会基礎学術集会, つくば市, 

2023, 10. 

 

一般講演  

1. 高畑 雅彦： 新鮮椎体骨折後早期の隣接椎体骨粗鬆症化に対する薬物治療効果 高空間分解能

CT を用いた縦断的骨形態解析. 第 92 回日本整形外科学会学術総会, 横浜, 2019, 5. 

2. 高畑 雅彦, 遠藤 努, 辻本 武尊, 小池 良直, 岩田 玲, 山田 勝久, 岩崎 倫政： 頚椎後縦靱

帯骨化症による脊髄障害性疼痛 手術治療による改善効果と術式による違い. 第 94 回日本整形

外科学会学術総会, 東京都, 2021, 5. 

3. 高畑 雅彦： 非リウマチ性軸椎突歯起後方偽腫瘍による頚髄症：解剖学的、機能的発生要因か

ら考える最適な術式選択. 第 51 回日本脊椎脊髄病学会，横浜市，2022，4. 

4. 高畑 雅彦：肥満による脊柱後縦靭帯骨化症重症化と脂肪由来生理活性分子アディポカインの特

徴的分泌パターン. 第 95 回日本整形外科学会総会, 神戸市, 2022, 5.  

5. 高畑 雅彦：非リウマチ性軸椎突歯起後方偽腫瘍による頚髄症：解剖学的、機能的発生要因から

考える最適な術式選択. 第 95 回日本整形外科学会総会, 神戸市, 2022, 5.  

6. 高畑 雅彦： 新時代の肥満治療がもたらす脊柱後縦靭帯骨化症の骨化進展抑制効果. 第 53 回日

本脊椎脊髄病学会，横浜市，2024，4. 

7.  

 

招待講演  

1. 高畑 雅彦：整形外科領域における PTH 製剤の有用性と落とし穴. 沖縄 PTH 研究会，那覇市，2019，

5.  

2. 高畑 雅彦：脊柱靱帯骨化症に挑む〜病態解明へのアプローチから治療のピットフォールまで〜. 

第 17 回 Shinsyu Orthopaedic Seminar，松本市，2019，6.  

3. 高畑 雅彦：頚椎手術の危機回避と手術成績を向上させるための工夫. 第 35 回 University of 

Tokyo Spine Group 研究会，東京都，2019，6.  

4. 高畑 雅彦：骨の研究からみえてくる脊椎脊髄疾患の病態と治療のピットフォール. 尾北整形外

科連携懇話会，名古屋市，2019，7.  



5. 高畑 雅彦：整形外科診療に役立つ骨代謝学. 第 61 回獨整会公開学術講演会，宇都宮市，2019，

9.  

6. 高畑 雅彦：脆弱性骨折の鑑別診断ー何かおかしい骨折の見分け方と治療上の注意ー西新宿整形

外科研究会オータムセミナー，東京都，2019，10.  

7. 高畑 雅彦：骨代謝学から読み解く脊椎疾患の病態と治療. 第 70 回神戸整形外科セミナー，神

戸市，2019，11.  

8. 高畑 雅彦：見逃してはいけない脆弱性椎体骨折の原因と骨粗鬆症治療の落とし穴. 第 18 回新

潟運動器 QOL 研究会，新潟市，2019，11.  

9. 高畑 雅彦：サージカルアナトミー頚椎手術のコツと落とし穴 愛媛脊椎カンファレンス Web

講演，2020，12.  

10. 高畑 雅彦：頚椎手術を安全かつ確実に行うための工夫〜変形矯正から靭帯骨化、骨粗鬆症まで

〜.Web 講演，Shiga Spine Web Conference，2021，1.  
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